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ＥＬＩＤ研削の動向
オ
ン
デ
マ
ン
ド
加
工
加
工
部
位
の
微
細
化
進
む

　
電
解
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ

エ
リ
ッ
ド

研
削
の
最
近
の
流
れ
と
し
て
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
加
工
が
あ
る
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
加
工
と
は
、
必
要
に
応
じ
て
加
工
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
ト
レ
ン
ド
と
し

て
加
工
部
位
の
微
細
化
も
進
ん
で
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
ル
や
マ
イ
ク
ロ
レ
ン
ズ
、
レ
ン
ズ
金
型
、
人
工
骨
頭
な

ど
は
そ
の
代
表
例
と
言
え
る
。
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
研
削
を
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

卓
上

加
工
機
に
展
開
し
て
、
こ
う
し
た
研

究
開
発
が
実
用
レ
ベ
ル
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
研
削
を
卓
上
サ
イ
ズ
で
適
用
す
る
た
め
に
、
新
し
い
原

理
と
し
て
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
法
が
考
案
さ
れ
て
い
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ３月１９日 月曜日 　　

お
わ
り
に

　
こ
こ
で
は
、
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
研

削
法
の
原
理
、
お
よ
び
イ
オ

ン
シ
ョ
ッ
ト

ド
レ
ッ
シ
ン

グ
法
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
生

産
に
対
応
し

た
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
加
工
シ
ス

テ
ム
と
そ
の
加
工
事
例
を
紹

介
し
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
研
削
法

は
、
増
大
す
る
精
密
加
工
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
日
々
進
化
を

遂
げ
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
生
産

シ
ス
テ
ム
の
技
術
基
盤
と
し

て
、
キ
ー
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

の
開
発
製
造
に
日
夜
適
用
さ

れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
研
削
法

　
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
研
削
法
は
、
特

に
鏡
面
加
工
を
実
現
す
る
こ

と
を
狙
っ
て
筆
者
が
開
発
し

た
研
削
法
で
あ
る
。
も
と
も

と
は
半
導
体
基
板
と
し
て
用

い
ら
れ
る
単
結
晶
シ
リ
コ
ン

を
、
研
削
と
い
う
単
一
原
理

で
高
能
率
か
つ
平
た
ん
に
鏡

面
加
工
す
る
た
め
の
研
究
過

程
で
開
発
さ
れ
た
。
同
原
理

は
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
導

電
性
を
有
す
る
研
削
工
具

砥
石

自
体
を
陽
極
に
、

と

い
し

こ
の
一
部
と
対
向
さ
せ
た
電

極
を
陰
極
と
し
て
、
両
極
間

に
パ
ル
ス
電
圧
を
印
加
す
る

こ
と
で
電
解
を
発
生
さ
せ
、

微
細
砥
粒

数

以

と

り
ゅ
う

下

の
突
出
を
加
工
中
に
得

る
こ
と
で
、
平
均
数

の

平
滑
な
鏡
面
加
工
を
実
現
す

る
手
法
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
硬
質
・
脆
性
材
料
の
高
品

ぜ
い
せ
い

位
加
工
が
実
現
で
き
る
。
適

用
で
き
る
加
工
方
式
は
、
平

面
研
削
、
円
筒
研
削
、
非
球

面
加
工
な
ど
広
範
囲
に
わ
た

る
。デ

ス
ク
ト
ッ
プ

加
工
シ
ス
テ
ム

　
卓
上
サ
イ
ズ
で
超
精
密
加

工
を
実
現
す
る
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
加
工
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

図
２
は
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

駆
動
方
式
に
よ
る
、
ナ
ノ
分

解
能
を
持
つ
超
精
密
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
加
工
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
の
直
交
３

軸
は

分
解
能
を
有
し
、

ロ
ー
タ
リ
ー
テ
ー

ブ
ル
を
搭
載
で
き

る
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
は
、
１

分

解
能
に
耐
え
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
数

値
制
御

Ｃ
Ｎ
Ｃ

ユ
ニ
ッ

ト
を
備
え
て
お
り
、
複
雑
形

状
加
工
に
対
応
で
き
る
。
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｄ
の
み
な
ら
ず
、
マ
イ

ク
ロ
加
工
や
ポ
リ
シ
ン
グ
も

適
用
で
き
る
。

イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ト

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
法

　
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
加
工
シ
ス

テ
ム
で
は
、
小
径
砥
石
を
多

用
し
て
小
型
の
工
作
物
を
加

工
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
研

削
法
に
お
け
る
電
極

陰

極

の
設
置
が
困
難
と
な

る
。
そ
こ
で
砥
石
に
電
極
を

設
置
せ
ず
に
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｄ
研
削
法

を
実
現
で
き
、

デ
ス
ク
ト
ッ
プ

加
工
シ
ス
テ
ム

へ
効
果
的
に
適

用
で
き
る
「
イ

オ
ン
シ
ョ
ッ
ト

ド
レ
ッ
シ
ン
グ

法
」
が
開
発
さ

れ
た
。
こ
れ

は
、
研
削
液
ノ

ズ
ル
先
端
部
に

陽
極
と
陰
極
を

対
設
さ
せ
て
、

あ
ら
か
じ
め
研

削
液
を
電
解
し
た
状
態
で
砥

石
に
供
給
す
る
。
同
原
理
を

図
３
に
示
す
。
研
削
液
の
電

解
に
よ
り
発
生
し
た
水
酸
イ

オ
ン
は
、
砥
石
結
合
材
の
導

電
成
分
、
特
に
金
属
と
の
親

和
性
が
高
く
、
反
応
し
て
水

酸
化
物
を
生
成
す
る
際
、
砥

石
結
合
材
を
溶
出
さ
せ
る
。

こ
れ
は
、
当
初
の
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ

と
同
様
の
現
象
で
あ
り
、
砥

石
に
電
極
を
近
接
さ
せ
ず
に

鏡
面
研
削
が
で
き
る
。

加
工
事
例

　
よ
り
微
細
な
加
工
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
ル
が
必
要
と
な
る
。
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｄ
研
削
法
は
、
表
面
状

態
が
平
滑
な
た
め
破
壊
起
点

が
生
じ
に
く
く
、
強
度
が
高

い
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
ル
を
製
作

で
き
る
。
図
４
は
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
ル
の
加
工
例
を
示
す
。

一
方
で
、
マ
イ
ク
ロ
ガ
ラ
ス

レ
ン
ズ
の
成
形
金
型
の
重
要

が
高
ま
り
、
近
年
、
そ
の
超

精
密
加
工
は
、
極
め
て
重
要

な
用
途
と
な
っ
て
い
る
。
図

５
ａ
、
ｂ
に
そ
の
加
工
の
様

子
、
加
工
前
後
の
様
子
を
示

す
。
ま
た
図
６
に
は
、
人
工

股
関
節
骨
頭
の
加
工
事
例
を

示
す
。
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム

Ｃ
ｏ
―
Ｃ
ｒ

合
金
が
用

い
ら
れ
、
極
め
て
平
滑
な
表

面
加
工
が
要
求
さ
れ
る
。
図

に
示
す
よ
う
に
、
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｄ

に
よ
り
、
良
好
な
鏡
面
状
態

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。


